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公的資金に よ る 究 開発プロジェクトの 
アウトカム調査手法に 

己フ取 修一 -, 矢野貴久，若林節子， 0 幸 本和明 (NE じ ㊤ ) 

公的貸金を原資とする 研究開発プロジェクト ( 以下。 「プロジェクト」という。 ) においては、 プロジェクト 

により達成されたアウトプットのみならず、 アウトカムを 示すことが求められている " アウトカムの 指標とし 

ては、 論文引用数等を 挙げているものはあ るものの、 それ以外 G 指標についてはあ まり示されていないのが 現 
状であ る 。 筆者らは、 独立行政法人 新 エネルギー。 産業技術総合開発機構                 り ㊤ j という。 ) が過 

去に実施した 太陽光発電技術開発プロジェクトを 例に、 アウトカムの 把握を試みた " その結果皮 ぴ課 

て 報告する。 

筆者らは。 まず文献等により。 N 式 D ㊤における   
  
これに基づき。 べ式 D ㊤が過去に実施した 太陽光 

発電技術開発プロジェクト ( 以下。 「㌘Ⅴプロジ ヱタ 

  

  ンス 丁 、 ノポーネン ト 

      と ㍉Ⅱ う 。 (P Ⅴ                                         の アウトプ 

ヅト を抽出するとともに。 こか，も のアウトプット ヵ ; 

もたらしま こ アウトカムを 表 ユ % 示す ， むの項目 力 、 ら 

篆 ) 
  他産 睾への 技綺 波及 液晶   半嶺 体シり r3 ン   半溥体 ガス等   撰健 鋳 商品 民生 計測 轍講 億字 睦塾 施設 等 

調査分析した ， @ Ⅱ ( 調査分析は、 株式会社資源総合 

システムが保有する 情報及び知見を 活用して実施。 ) 

続いて、 アウトカムの 調査手法の向上を 図るべく。 

文献等を参考にしながら 更なる検討を 行った。 

アウ                                                                                                                                                                                                                                                                   ( 平成 エ 

ァ ￥ 弓月乏 9 目 ) によると、 アウトプットは 研究開発の直接の 成果。 アウト ヵム は研究開発の 直接の成果から 

生み拙された 社会。                                                                                                           

                                                                                      リスク研究開発プロジェク                                                     ノ ベージョンのモデルを 考 

えると。 まず。 プロジェクトで は 。 企業等が独自に 取り組むことが 不可能な技術について、 悶瓦 D ㊤が企業等 

に対して資金負担を 行 うこ目 . よって 、 新たな技術が 開発され。 る 。 そこで開発された 技術 は 、 企業等における 

研究活動を活性化し。 そして事業化を 促進することとなる。 これが、 新たな産業の 創出へと繋がって い く。 

しだがって、 N 式コ ㊤研究開発プロジェ 夕卜の場合。 アウトプットはプロジェクトにおいて 開発された技術。 

アウトカムは、 当該技術により 生み出された 企業等の研究 " 事業化活動や 産業創出などを 含む社会。 経済等 へ 

の 効果と考えられる。 

一 1%7 一 



本項 では。 (1) で検討した概念に 基づき。 

㌢Ⅴプロジェクトにおけるアウトプット 及び 

アウトカムについて 調査した結果及び 考察に 

ついて報告する。 

トは 。 1 9 ァ 3 年の第五次オイルショック 

を契機に、 石油代替エネルギ 一の開発を目 

的とした サ ンシャイン計画の 一環で開始 t 

れた。 その後、 ニューザンシヤイン 計画や 

太陽光発電技術研究開発など、 太陽光発電 

の実用化に向けた 研究開発が実施されてい 

  マルチワイヤーソー 
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世界初の接緒 ( 竜遼 鋳造 ) 

世辞豊樹性能 

世界 取 大 規挨 の 奨産 うわ 

世界 愚 大のを シ "3-a, 

そ " 。 ・ ア 離 昇 塁輯 

  
る 。 

② p Ⅴプロジェクトのアウトプ 、 ソト 

プロジェクトにおいて 開発された主な 技術 ( アウ㌃プット ) を表 2 に示す。 ㍗Ⅴプロジェクトのアウトプ 

ットが、 太陽電池の原料製造技術からモジュール 製造技術、 システム技術まで 広い分野で生み 出されており。 

またそれぞれが 非常に高い技術水準であ ることが分かる。 例えば、 結晶シリコン 太陽電池では、 変換効率 工 

7% 以上の大面積高効率多結晶シリコン 太陽電池や多結晶シリコン 太陽電池の製造工程に 適用できる様々な 

技術が開発された。 これらの技術は、 今日の我が国の 太陽電池産業を 支える中核的なものとなっている。 ま 

た、 薄膜シリコン 太陽電池でも、 C Ⅴ つ製 腰技術を中心とする 高 効率かつ 1 湘角 以上の大面積の ア モルファ 

ス シリコン太陽電池及びハイブリッド 太陽電池製造技術が 開発された " 現在、 これらの技術も 実用生産ライ 

ンに 活用されている。 

③ アウトプットがもたらしたアウトカム 

②に示した技術 ( アウトプット ) がもたらしたアウトカムの 概要を図 1 に示す。 

主なものとしては。 2 00% 年における太陽光発電システムの 累計導入量は 1, 1 3 2 

連続世界第一位となっている。 また、 太陽電池生産額は、 2 0 壮年で約 2, 9 ] 五億円となって お @ 

年の液晶テレビ 生産額 3, 7 3 8 億円と同等の 規模となっている " きらには。 200% 年における企業別の 

太陽電池生産量では、 世界 - と ィ立 5 社のうち、 日本企業が 荏 社を占めている。 他にも、 技術を核とする 新たな 

産業構造の創出、 薄膜シリコン 太陽電池製造技術の 大型 丁がギ 液晶 ヂィ スプレイ製造技術への 技術転用、 新 

ェ ネ 法 や R ㌍ S 法など法制度の 整備、 途上国における 無電化村への 電力供給など、 p Ⅴプロジェクトは、 産 

業界における 研究活動や事業活動を 活性化し、 我が国の社会。 経済等をはじめ 海外にまで、 相当大きな効果 

をもたらしていることが 分かった。 

  



(2) に示すとおり、 ヮ Ⅴ 

プロジェ タ ㌃において開発さ 

れた技術は、 社会。 経済等に 0 遭 上臼での フ Q ジ = クト @@ 拝 以上 

大きな効果をもたらしている 

ことが分かった。 しかしなが 

ら 。 これらのアウトカムを 客 

観 的に把握し。 分かりやすく 

説明して s,1 くためには、 アウ 

ト カムの把握手法の 向上を 
ク世界 トソプ の大嶺 窩池偉憶 

ることが不可欠であ る。 そ ） 

で 筆者らは。 現状の調査手法 
@  @@iS:3.W7@/5iWh) 

整理した。 
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③
   

社会。 経済等への効果と 定められているが、 ぇ の 項目では調査内容が 網羅的になりすぎているため、 カ 

テゴリーを整理することが 必要であ る。 

② 各カ デ ゴリ一において 把握すべき内容を 十分検討する 必要があ る。 このとき、 定量的な把握を 心が ける 

とともに、 定性的な効果についても 把握する必要があ る。 

③ 尺 ED ㊤がプロジェク㌃を 実施したことによる 効果を図るためには。 アヂィ ショナリティの 議論を深め 

ていく必要があ る " 

④ アウトカムを 分かりやすく 説明していくためには、 単に結果を示すだけではなく、 併せてアウトカムに 

至るまでの過程を 示す必要があ る。 

これら課題の 中でも。 筆者らは、 ①について。 悶 E ロ ㊤の研究開発プロジェクトにおけるアウトカムのカ 

テゴリ一の一般化を 試みた。 検討にあ たっては、 p Ⅴ プは ジェク ト におけるアウトカムの 内容を分析しっ っ 。 

第三期科学校 施 基本計画における 理念及び独立行政法人新ェネルギー。 産業技術総合開発機構法定定める 凶 

ED ㊤の目的との 整合に留意しながら 実施した。 以下にカテゴリ 一案を示す。 また。 これを 

のとおりであ る。 

① 経済。 産業の持続的発展 

NEDO の目的であ る「経済及び 産業の発展」に 対応。 また、 第三期科学技術基本計画における「経済的 

効果 コに 対応。 すな む ち、 プロジェクトのアウトプットに 基づき開発された 製品。 サービス等が 市場で取引 

され、 その結果。 経済及び産業の 発展に貢献していることを 示す。 
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NED ㊤の目的であ る「エネルギー 

の 安定的かっ効率的な 供給 の 

対応。 また。 第三期科学技術基本計画 

における「経済的効果Ⅱに 対応。 すな 

ね ち、 プロジェクトのアウトプットに 

基づき開発された 製品。 サービス等を 

通じて、 我が国のエネルギー。 環境 閉 

題の解決に貢献していることを 示す。 

③ 社会的。 科学技術的効果     
第三期科学技術基本計画における 

「科学技術的効果」及び「社会的効果」 

に 対応。 すな ね ち、 プロジ ヱタト の ア 

ウトプ ヅト が。 知の創造などの 科学技 

術 的な貢献や、 安心。 安全で質の高い 

生活の提供などの 社会的な貢献をもた 

らしていることを 示す " 討 ED ㊤プ ロ 

健康安心関係のプロジェクトにおいてば、 アウトプットが 経済及び産業の 発展に寄与するとともに、 疾病率 

の 低下など健康寿命延伸に 繋がるような 社会的効果をもたらしている。 

④ 産業界における 技術力の向上 

プロジェクトで 得られたアウトプットは、 企業の研究活動を 活性化し、 例えば量産化技術や 晶質管理技術 

などの新たな 技術や企業における 研究者へのノウハウの 蓄積など、 産業界の技術力向上に 貢献しても、 ゐ こと 

を 示 す "   
プロジェクトで 得られ だ アウトプットが 制度や施策の 企画立案に貢献していることを 示す。 

米 また。 上記のカテゴリ 一の概念どは 別に。 プロジェクト 当初に想定していたアウトカムとそれ 以外の副 

次 的なアウトカムについても 区別して把握することが 必要であ る， 

このように、 アウトカムのカテゴリ 一の見直しについて 試行してみたが。 残る課題については " 十分な検 

言 j ができていない。 今後、 これらの課題について 検討を深めでいく 必要があ る。 

筆者らは。 ㌘Ⅴプロジェ タト を例に。 公的資金を原資どする 研究開発 プはジヱタト におけるアウトカムの 把 

握を行った。 その結果、 ㌢Ⅴ ブはジヱタト の実施により 社会。 経済等に大きな 効果をもたらしていることが 分 

かった。 一方。 アウトカムの 把握手法についてば 検討すべき課題があ り、 筆者らは、 その - つであ るアウトカ 

ムのカテゴリ 一の見直しについて 考察した " 今後 は、 各 カテゴリ一における 調査手法の向上や アヂィ ショナ リ 

ディ等の課題について 検討していく 必要があ る " 

孝文献 彊 
1 で 新 エネルギー。 産業技術総合開発機構 平成四年度調査報告書「太陽光発電システム 及びその関連 

技術に係るアウトカム 調査 : 
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